
2023 年 11 月 05 日 
午前 10 時 30 分 

 

降誕前第 8 主日／聖徒の日（永眠者祈念日）／聖餐式  No. 45 
 

主日礼拝   

 

前奏  
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞  

「主をたたえよ 

日々、わたしたちを担い、救われる神を。 

この神はわたしたちの神、救いの御業の神 

主、死から解き放つ神。」   （詩編 68:20,21） 

 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 

 

 

リタニ― 「聖徒の日のリタニー」 
 

司式者：神さまは、いのちをくださった。 

みんな：神さま、いのちをありがとう。 

司式者：いつか私たちは、 

 神さまのところに、帰っていきます。 

みんな：どうぞ、神さま、お守りください。 

司式者：亡くなった人も、今、ここにいる私たちも 

みんな：神さまに守られてひとつです。 

司式者：声をあわせて、賛美しましょう。 

一緒に  ： 神さま、あなたこそ、私たちのいのちです。 

アーメン 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖書 ローマの信徒への手紙 13:11～14 
                    新約(新共同訳)P293 

 

 11更に、あなたがたは今がどんな時であるかを

知っています。あなたがたが眠りから覚めるべ

き時が既に来ています。今や、わたしたちが信

仰に入ったころよりも、救いは近づいているか

らです。12夜は更け、日は近づいた。だから、

闇の行いを脱ぎ捨てて光の武具を身に着けまし

ょう。13日中を歩むように、品位をもって歩も

うではありませんか。酒宴と酩酊、淫乱と好

色、争いとねたみを捨て、14主イエス・キリス

トを身にまといなさい。欲望を満足させようと

して、肉に心を用いてはなりません。 

 

賛美 385「花彩る春を」 
 

 
 

 
 



説教 「今がどんな時か知る」 
 

賛美 575「球根の中には」 

  

 
 

 
 

派遣 
 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

            わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 

 

アーメン 

  
 

 

 

後奏 

 

 

司 式 山野上 純子 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 福原 之織 

 
※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 

 
 
 

 

 

 


